
The Japan Association of College English Teachers (JACET)

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Assooiation 　of 　College 　English 　Teaohers 　（JACET ｝

【書　評 】

福田 陸太郎（監修）／東 京成徳英語 研 究会（編著）（2004）

　　　　　　　　『OED の 日本語 378』

3　78　Japallθse 　Mords 　in　thθ Oxford 　Engfish　Dictionaηy

　 　　 　　 　　 　　 　 Tokyo：Japan

　　　　　　　　論創社 ，
xxiv ＋ 578pp ．

大　森 　裕　實

愛知県立 大学

キ
ー

ワ
ー

ド ； 国際共通 語 ，
オ ッ ク ス フ ォ

ー
ド英語 辞典 ， 借入 日本語 ， 英語 語 彙

keywords　： lingua　franca，　OED ，　Japanese　loanwords，　English　lexieon

　最 近 の 日本 にお ける外国語教育、 とりわ け英語教育 の 問題 に 、従来看過 され て きた 「国

際共通語（lingua　franca）と し て どの よ うな形態 が適 当か 」 とい う視点 、す なわち 「国際相

互 交流言語 の 有 り様」 が か な り重 点的な比 重 を 占め る よ うに な っ て きた こ とは 、当該問題

の 解決 に新 し い 局 面 を迎えた こ とを示 唆 して い る。 「目的言語」か ら「手 段言語 」を経て 「交

流言語 」 の 役割 を担 う存在 として英語 を とらえ る べ きと （長年 に わた っ て ）主張す る鈴木

孝夫は最新刊 『ア メ リカ を知 るた め の 英語 、ア メ リカ か ら離れ る た め の 英語』（2003 ）にお

い て も、そ の 第 H 章を 「〈 日本 〉 を発信す るた め に
一一

英語 と 〈 日本語 の 国際普及 〉 は車

の 両輪」 と題 し て
、 文 化交流 の た め の 発 信型 日本語 の 必 要性 を説 い て い る 。

ま た 、英語 支

配 の 構 造に鋭 くメ ス を入れて きた 津 田幸男は『英語支配 とは何か
一

私 の 国際言語政策論』

（2003 ）を上梓 し て 、
「〈英語 は 国際語 〉 に騙 され る な」 と警鐘 を鳴らす 。 他方 、逼迫 し た現

実問題 と し て 、21 世紀 にお ける大学英 語教育に っ い て 歴史的視座か ら問題提起 した もの に

拙稿 「教養主義 と実用 主 義の 相即相 入 関係
一一 21 世紀に お け る大学英語 教育を考え る

一

一
」 『言語研究 と英語 教育』第 6 号（2002 ）があ り、同趣 の 観 点に 立脚 し、よ り幅広 く 「国際

英 語」 と い う概念 を念頭 に おい た 日本人の 英語教育観 を田辺 洋二 『これ か らの 学校 英語一

一
現代の 標準的な英語 ・現代 の 標準 的な発 音』（2003 ）は提 示 す る 。 また 、世界語 と して の

英 語を意識 した もの に Robert　McCrum ，　et　 al ．　 The　Story　of 　Engfish （1986＞や David

Crysta1
，
　English　as 　a　Global　Language （1997）が以 前か らよく知 られて い る が 、 最近 の も

の で は Laurie 　Bauer ，　An 　In　troductioll 　to　internationa／ Varie　ties　of 　Engfish（2002）や
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Jenni £er 　Jenkins ，　 The 　Phonology 　ofEngffsh 　as 　an 　Jnterllationaノ　Language （2000）が有

益な情報 を提供 し て くれ る。

　さて 、 上 述 の よ うに 、 英国語 と し て の 英語 、 米国語 と し て の 英語 と い う伝 統的観念か ら

脱却 し、世界語／ 国際共通語 と し て の 英語 とい う新 しい 概念を思考の 中心 に お く時 に、 日

本 の 国際社会に 占め るその 地位 と役割 を併せ て 考慮 す るな ら 、 そ の 趣 の 「英語 」 の なか に

ど の よ うな 日本 語が 借入 され 、そ の 意味が本義的意味で 定着 して い る の か 、ある い は歪 曲

され て定着 して い る の か は 、重要な関心事 となる で あ ろ う。従来 よ り、 日本 の 外 国語 ・外

国文化受容史の 観 点か らの 著述 に 関 し て は数 多確認 で きる うえ に
1）

、外来語 と して の 英単

語 に つ い て は 、そ れ が 意味 の 側 面か ら も発 音 の 側 面 か らも二 重 に歪 曲（distortion）されて い

る とい うこ とを指摘す る元 駐 日大使 ライ シ ャ ワー（Edwin 　 O ．　 Reischauer ）の 著わ した The

Japanese な ど
一

般 読者 を啓蒙 し て きた もの が 存在す る 。事 実、私 た ちの 日常生活 に は 、

ア ル ミ（aluminum ）、イ ン フ レ （inflation）、デ フ レ（deflation）、ア ニ メ（animation ）、パ ソ コ

ン （personal　computer ）、デ パ ー
ト（department 　store ）、ハ ン ス ト（hunger 　strike ）の よ うに

勝 手 に 英単 語 の 後 半 部分 を 切 っ た 和 製英 語 や 、 ク リ
ー

ニ ン グ（dry　cleaning ）、ホ ーム

（platform）、 ネ ル （flanneD、 キ ャ ス タ
ー（newscaster ）、 ドラ イバ ー（screwdriver ）、 ニ ス

（varnish ）の よ うに今度 は英 単語 の 前半部分 を切 り取 っ た和製英 語が氾濫す る。オ ラ ン ダ語

由来の ス コ ッ プ 、ブ リキ 、ペ ン キ、ラン ドセ ル 、 レ ッ テ ル ； ポル トガ ル 語由来 の トタ ン
、

カ ス テ ラ、パ ン 、ビ ロ
ー

ド、ブ ラ ン コ な どは 比較的素性 が 分か りやすい が 、 ドイ ツ 語 由来

の ア ル バ イ ト、エ ネ ル ギ ッ シ ュ 、カ ル テ 、ギブ ス 、ゲ レ ン デ、ノイ ロ ーゼ ； フ ラン ス 語 由

来 の ア ベ
ッ ク、ア ン ケ

ー
ト、カ フ ェ オ レ 、 コ ン ク

ー
ル 、ピ ー

マ ン 、 ピ エ ロ 、ポ タ
ージ ュ 、

マ ロ ン
、

バ カ ン ス となる と英語 か らの 借入語彙だ と安易に 思 い 違 い す る傾 向 も認め られ、

そ れ に細心 の 注意を払 っ た英語 教材 さえ存在す る
2 ｝。 とこ ろが 、それ とは対 照的に 、英語

の 中に借入 され た 日本語 を網羅 的に 調査 し解説 し た もの は極 め て 少 な く、輸入超過型 で バ

ラ ン ス を欠い た 状況 が今なお 展 開 し て い る と の 印象が 強 い
3 ）。そ の 意味 にお い て 、英語が

国際交流言語 へ とそ の 姿 を変貌 させ つ っ あ る 21 世紀を迎 えた こ の 時期 に 、 本書の 上梓が

企 て られた こ とは実に時宜に か なっ た もの で あ り、その 意義 もまた大きい とい えよ う。

　本書は 「は しが き」 か ら も看取で きる よ うに 、 監修者 の 福 田陸太 郎の 肝 煎 りで組織 され

た 「東京成徳英語研 究会 i （東京成徳短期大学）が 1995 年 か ら 1998 年 に か け て精 力的に

研 究活 動 して き た 成果 を 『西洋 の 日本発 見一一〇 ED に 見 られ る 日本語』 と題 する全 7 集

に ま とめ て刊行 した もの を再編成 し て 、改めて 1 冊本 と して 公 刊 した もの で あ る 。 『西 洋

の 日本発見　　OED に 見 られ る 日本語』の 存在は 、本 書 の 上梓に 5 年 ばか り先行 して 出
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版 され た、原 口庄輔 ・原 口友子 （編訳）『新 「国際 日本語」 講座
一一

英語辞書の 中の 日本文

化 』 （洋販 出版 ， 1998） の 言 及 か ら承知 して い た 。原 口 ＆原 口 （1998 ） の 方は The　New

Shorter　Oxford 　English 　Dictionary，　4th　ed ．（1993 ）に記載 され た 日本語 を調査 ・分析 し

た もの だが、本書の 方は The　Oxford　English　DictionarLpr，2nd 　ed ．（1989）に 収録 された

日本語 を調査 ・分析 した もの で あ り、重複す る語彙 も少な くは ない が、調査対象 とす る辞

典を SOD と OED とい う別物 に特化す る こ とに よ る棲 み分 けがな され て い る点か ら、こ の

2 つ の 著作が 相互 補完的役割 にあるこ とは、読者 に とっ て僥倖 とい う他 は ない 。

　と こ ろで 、 本書に お ける 「英語 へ の 日本語借 入語ユ 調査 は 、最 終的 に は OED 〈第 2版＞

20 巻 （正989） ［収録語数約 61 万語 ］ の 調査 に拠 り、そ の 結果 、本書は あ たか も 1 冊の 辞

書 の 体裁 を成 し、総計 378 語 の 見出 し語 をア ル フ ァ
ベ

ッ ト順 に配 列 して 、 そ の それ ぞれ に

つ い て 解説 を附 して い る 。 従 っ て 、本書の 90 ％ に あ た る 511 頁 は 各項 目の 記述 に 費や され

て お り、それに 「時代の 項 目」 （OED に採択 され て い る 日本 の 時代 7項 目 ：縄 文 ・弥生 ・

奈 良 ・平安 ・鎌倉 ・江戸 ・明治） に 関す る記述が 12 頁分続 き、巻末 に は 「日本語 リス ト」

と引用文献の 「略記表」 が掲載 され て 全体 を構成す る、巻末 「日本語 リス ト」 に は、OED

に載 っ た語形 、該 当す る 日本語 、 引用 され た最古の 用例 の 出典年 、 用例数、OED に 初め

て 載っ た 版が 明記 されて い る。 こ こ で 、「OED に初め て 載 っ た版」 の 明記が可 能となる の

は 、 編著者の 東京成徳英語研究会が 、OED 〈第 1 版＞ 12 巻 （1928）、　 SUP 〈第 1補遺版＞

1 巻 （1933 ）、 SUP 〈第 2 補遺版＞ 4 巻 （1972 〜 1986）す べ て を精査 して 、当該 378 語の

日本語 につ い て
4 ）、それ らが どの よ うな歴史的過程 を経 て英語 に受容 され た か を明 らか に

して い るか らで ある。

　　 ・OED 〈第 1 版〉　 　 （1928）　 　 　 　 　 　 45 語

　　 ・SUP 〈第 1 補 遺版 〉　 　 （1933）　 　 　 　 　　 　 　 41 語

　　 ・SUP 〈第 2 補遺版〉　 （1972 〜86）　 　　　　 279 語

　　 ・OED 〈第 2 版〉　 　 　 （1989）　 　 　　 　 　 　 　 8 語

　 こ こ か ら、Robert　Burchfieldが 責任編集 した SUP 〈第 2 補遺版〉 にお い て 、飛躍的に

日本語が英語に採 り入 れ られた事実を窺い 知る こ とが で きる。SUP 〈第 2 補遺版〉第 1 巻

の 刊行 は 1972 年だ が 、新造語や新語句 を中心 に採録 す る編集作業 は 、 1957 年に編集主幹

に 就任 した Burchfieldの 下 で 精力 的に 始 ま っ た 。 1961 年 に 米 国 で 改訂 出 版 され た

脆 ゐ甜 θ廊 ハ  肌 醜 θ」盟 3 血oη a ／Dictiollary　ofthe 　English　Languag θ 〈第 3 版〉で の 百科辞

書的特徴の い っ そ うの 強化 が 、
OED 補遺版 に収録す る語彙選択 に少 なか らぬ影響 を与 え

た もの と考 え られ る。20 世紀後半 に は 、英語 は た だ単に 「英国の こ とば」 や 「米国の こ と
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ぱ 」 とい っ た枠組 で は と らえ る こ との で きない 「多文化型言 語 」 に 変貌 し よ うとし て い た

か らで ある。SUP 〈第 2 補遺版〉 に 日本語 か ら の 借入語彙数 が卓 立 して い るの も、それが

編纂され た時代 と同時代 の 人 々 の 意識 を反映 し た 結果 だ と い え る 。 さ らに 興味深 い こ とに

は、原口 ＆原 口 （1998 ）の 調査 した SOD に つ い て 比較対照 して み る と、収録語数 の 増大

時期が一
致する事実 （お お よそ 1970 〜 1990 年） が 明瞭 とな り、同趣 の 傾 向を追認す る こ

とが で きる。

・SOD 〈第 1 版〉

・SOD 〈改訂版〉

・SOD 〈第 3 版 〉

・SOD 〈改訂増補版〉

・SOD 〈第 4 版〉

（1933）

（1936）

（1944）

（1973）

（1993 ）

　　 ☆ SOD と OED に 採録 され て い る 日本語 総計

　原 口 ＆原 口 （1998 ）に 拠れば、SOD には あ るが OED には な い 語

て い る が、そ の なか で、［改善、看板 、カ ラ オ ケ、日経、新幹線 、商社 1総合 商社、総会屋 、

東京人 、ウォ
ーク マ ン ］ な どは最近 の 日本の 経済社会を よ く投影 して い る 。 採録語彙の 鮮

度が OED よ り SOD の 方が 高 い こ とは想像 どお りで あ る 。 そ の 理 由は い た っ て 簡単で 、

OED の 引用文献一
覧が そ れ を端 的に 示 し て い る。 もちろ ん、　 OED の 用例の 出典 は、文学

作品か ら新聞雑誌に 至 る多様 な もの 2
，
165 冊 を数 えるが 、引用頻度 の 高い もの か ら順に 、

ケ ン ペ ル 『日本 誌』 （1727） 〈 57 例 〉 、ブ リタ ニ カ 百科事典〈 50 例 〉 、タイ ム ズ紙 〈 47

例 〉、日本 ア ジ ア協会紀 要 〈 42 例 〉 となる c そ の 他 、チ ェ ン バ レ ン 『日本の 事物誌』（1890 ）

〈 26 例 〉 、 リーチ 『日本 の 陶工 』（1960 ） 〈 24 例 〉 、 ミ ッ ドフ ォ
ー

ド 『古 い 日本 の 物語』

（1871）〈 23 例 〉 をあ げる こ とが で きるが、前 出 の Barnard　Leach 著 A 　Potter　in　Japan

を除 い て は 、い ずれ も 18 世紀〜19 世紀の もの ば か り で ある 。

　本書に 記載 された 日本語 語彙 の なか で 、1970 年以降が 初 出の もの と して は、［tamari （溜

り） 1977 ］ ［tsutsumu （日本式包み ） 1975］［sumotori （相撲取 り） 1973］ ［shokku （シ

ョ ッ ク）1971］［shabu
−
shabu （しゃ ぶ しゃ ぶ ）1970 ］［shishi （獅子 ）1970］［teppan

−
yaki

（鉄板焼 き） 1970 ］ ［nunchaku （ヌ ン チ ャ ク） 1970 ］が 、ま た その 少 し前の もの と して

［zaikai （財界） 1968 ］［shiatsu （指圧 ） 1967］［yokozuna （横綱 ） 1966 ］［yakuza （や

くざ） 1964 ］ ［oshibori （お絞 り） 1959］ な どが 目を惹 く 。

一方 、最古 の 引用は ［bonze

（坊主 ） 1552 ］で あ り
6 〕、［Kuge （公家）　 1577］［katana （刀 ） 1613］［wacadash （脇差

し）1613コ ［tatami （畳）1614 ］［shogun （将軍）1615 ］［kami （上 ・神 ・守）1616］［mochi

30 語

30 語

32 語

32語

335 語
5 ）

444 語 （396 十 48）

　　　　　　が 69 項 目確認 され

48

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japan Association of College English Teachers (JACET)

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Assooiation 　of 　College 　English 　Teaohers 　（JACET ｝

（餅） 1616］［samisen （三 味線） 1616］ も古い 。さらに 、 頻出度 の 高い も の は   ［tycoon

（大君） 1857］27 例
7 〕

；  ［kamikaze （神風） 1896］ 25 例 ；  ［soy （醤 油） 1696］23

例 ；  ［samurai （侍） 1727 ］22 例 ；  ［tatami （畳） 1614 ］ 21 例 とな る。

　 と こ ろで 、SOD にはな く OED に確認 で きる興味深 い 語 彙に ［Shokku （シ ョ ッ ク）］が

あ る の で 、その 詳細 をみて おきたい 。

　 Shokku は 、英語の shock が外来語 と し て 目本語 の 中に採 り入れ られ 、 カ タ カナ 語 と し

て の シ ョ ッ ク が定着 した後、再 び 「逆輸入 」 の 形 で英語 に里 帰 り し た特異 な語彙で あり、

その 特徴 は、ま さに ライ シ ャ ワ
ーが指摘 した二 重 の 歪 曲を示 す好例 で あ る と い え る 。 すな

わち、そ の 音韻形式 は英語本来 の ［∫ak ］で は な く、語末 に 母音 色をに じませ た開音節で 終

わ る ［∫oku ：］で あ り 、 意味 も 「日本の 政治 ・経済に 関す る衝 撃」 の こ とに 特殊化 された も

の で あ る 。OED2 に は ［Jap ，，£ sHoCK 　sb ．3］Used　ioc．＜jocularly＞ to　denote　a　shock 　or

surprise 　in　political　or 　economic 　affairs 　concerning 　Japan．とある。引用例 は 「ニ ク ソ ン

シ ョ ッ ク」 （2 例）と 「オ イ ル シ ョ ッ ク 」 （1 例）で ある。The 　President 　had　convulsed 　Japan

＿ with 　the
‘
Nixon　shokkd

− his　spectacular 　policy　shifts 　on 　China 　and 　the　economy ．

（乃
’
me 　4　Oct．

，
1971）；Indeed，　the 　Nixon　Administration’s　diplomatic　shokkuin 　1971did

lasting　damage 　to　Japa ゴ s　relations 　with 　the　U ．S ．（Time 　3　Sept．，1973）；The　Japanese

were 　able 　to　cope 　with 　their　frightful‘oil　shokkti 　with 　far　 more 　 self
−
restraint 　than

marked 　the　response 　of　other 　countries 　to　the　oil　embargo ．（Eneounter　Sept．，1978）．

こ の 1971 年の 初出例は 、 Time 誌 10 月 4 日号 の Cover　Story に もな っ た （掲載記事タイ

トル は Japanl　Adjusting　to　the　Nixon　Shokku）。1990 年代 には、　 Forbes 誌か ら Finance

Shokku （1992）；Rent 　Shokku （1993 ）；1．earning 　Shokku （1994）；Job　Shokku （1995）が

確認 され 、Economist誌 か らは （米国大和銀行 事件 に 関連 して ）Wall　Street　Shokku （1995）

が
、 ま た 肪 避1ゴ」隊 θ5 θ ．麁 西θw 誌か らは Daiwa ’

s　Wall　Street　‘Shokku ’
（1995）が確認 された

と の 報告が あ る。 どの 程度 まで 、 日本社会 の 右往左往 ぶ りを揶揄 した も の か は分か らない

が、少 なく とも英語 圏 の ジ ャ
ー

ナ リス トの 冷やや か な視点 を示唆 し て い る とい えよ う。

　その 他、気 の つ い た点 と して は 、SOD に は、副詞 起源 で 唯
一採 録 され て い る ［skosh （少

し）］〈 noun ．　US 　slang ．　M20 ．【Jap ．　sukoshi ．］Asmall 　amount ，　a　little．　Freq．　in　a 　skosh
，

somewhat ，　slightly ．〉 や、動詞起源で 名 詞 とし て 採録 された特異 な ［tsutsumu （包む ）］

＜ noun ．　L20．［Jap．＝ wrap ．｝The　Japanese　art 　of　wrapping 　items　in　an 　attractive 　and

appropriate 　way ．〉 を見出だす こ とがで きるが、OED で は前者の 名詞 匕された 副詞 Skosh

は 収録 され て は い な い 。
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A  adzukifaikidofAkitaXamafamado/Arita1aucuba1awabi

B  bai'u/banzai1baren/bekkoXbonsai/bonze/bunraku1bushido

D  daimio/dairiXdaisho/dan1dashiXdojo

E  Eta, eta

F  fusuma/futon
           '

G  gagakufgeisha/Genro/geta/ginkgo/go1gobang

"  habuXhabutai1haikufhakama1hanami/hanashika1haniwa1haorifhappi'

    coat  X harai goshi ! hara-kiri / Hahsimeto  1 hatamoto  1 hechima  X Heian  1 heimin 1

    hibachi/hinin/hinoki/Hiradofharagana/Hizen/honcho1hoochie

I ikebana1ikunolite1Imari/inkyo/inro1iroha1Ishihara1ishikawaite1itai'itaiX

   itzebu, -boo

J  janken/jigotai/jinricksha,jinrikisha/jitoXJdo/johachidolite1Jomon1joro1

   J6ruri/judo1judoist/ju'jitsu1junshi

K  kabane1Kabuki1kago1kagura1kakemonofkaki/Kakiemon1kakke/Kamakura

   kami  / kamikaze  f kana  1 kanii 1 karate (ll.)/ karate (u)/ kata / katakana  1 katana  /

   katsuo / katsura ! katsuramono  / kaya  / Kempeitai  1 ken (re)11cen (ve)/ ken ($)1

   kendo f kesa'gatame / keyaki  1 Kikuehi / kikyo 1 ki'mon 1 kimono  / kiri / kirin /

   koan1kobang/kobeiteXkogai/koi/koi'chafkoji/kojic1kokeshi/koku/kombul

   koniak,koniaku/K6rin/koro/kotatsu/koto1kudzu1KugeXkura/Kuroshiwo!

   kurama1Kurume1Kutani1kuzushiXkyogen/kyu

M  maiko  f makimono  / mama'san  1 manyogana  1 matsu  / matsuri  / mebos  / Meiji X

   metake  1 miai  1 Mikado  / mikan  X Mikimoto 1 Minamata  disease r mingei  1 miso  /

   mitsurnata  f mochi  1 mokum  1 momme  X mompei,  mompe  / mon  1 mondo  ! moose  1

   mousmee  / moxa  f muraji

IV Nabeshimafnakodo/Nanga1Nara1narikin/NashijiInetsuke1ningyoite1Nip1

   Nippon/Nipponese/NipponianXnisei1nogaku/Noh,  No/nori1norimonfnoshi

   nunchaku

O  obangXobiXo'goshi,ogoshi1oiran1ojime1Okazaki1okimonofOkinawan1omiX

   onfonnagata/onsen/origami1orihon1osaekomiwaza/oshiberi/O-soto-gari1
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P

s

oyama

　pachinko

raku ！ramanas ！randori ！renga ！ri ！richshaw
，
　ricksha ！rikka ！rin ！Ritsu！R6j丘 1

romaji ！ronin ！Roshi／rotenone 〆rumaki 　X　ryo ！ryokan

sabi ！ sak6 ！ sakura ！ samisen ！samurai ！san 　l　sanpaku ／sansei 　l　sasanqua ！

sashimi ！satori ！Satsuma 　l　sayonara ！ sen ！ Sendai ／ sennin ／ senryu 〆sensei ！

sentoku 　l　sepPuku 　l　Seto！shabu
−
shabu ！shaku ／sakudo ！shakuhachi ！shiatsu ／

Shibayama 　l　shibui ！shibuichi ／Shiga ！ shiitake ！ Shij6 〆 shikimi ！shikimic ！

shimada 　l　shime ・
waza ！shimose ！Shin ／Shingon ！ShinshU ！Shinto／shishi ／sho

（升）〆 sh6 （笙）！ shochu ！ shogi ／ shogun 〆 shoji ／ shokku ！ shosagoto 　l　shoyu ／

shul 〕unkin ！ shugo ！ shunga 　l　sika ！shimmia 〆soba ／ sodoku 〆 Soka　Gakkai ／

soroban ！soshi ！Soto　l　soy ！soya 〆soya 　bean ／soybean ！sudoite ！sugi ！suiboku ！

suiseki ／sukiyaki 　l　sumi 　f　sumi −
e 　l　su 皿 01sumotori ！sun ／Suntory！surimono 　X

sushi 　f　suzuribako

tabi　X　tai！tai−otoshi ！Taka −diastase　l　Takayasu　l　tamari ！tan（反 i）　／　tan（反 2）！tanka

tansu　X　tatami ！teineite 　l　t6mmoku ／tempura ！Te　ndai 　l　tenko ／teppan −
yaki 　l

terakoya ／teriyaki ！to　l　todorokite ！tofu ！togidashi 〆tokonoma ！tonari　gumi ！

torii　1　Tosa（土佐派）X　Tosa（土佐犬）1tsuba ！tsubo ！tsukemono ！tsukuri ！tunami ／

tsutsugamushi ！tsutsumu ／tycoon

uchiwa 　l　udon 　l　uguisu ／ uji 　l　ujigami ／uke ／ukemi 〆ukiyo
−
e ！urushi ！urushiol ／

uta

　wabi ！wacadash ／waka ／wasabi

Yagi 〆yakitori 〆yakuza ！Yamato ！yashiki ！Yayoi 〆Yeddo　l　yen ／Ybkohama ！

yokozuna ／Ybshiwara ！yugawaralite 　l　yugen ／yukata 　f　Yukawa ！yusho ／yUzen

zal 〕uton ／zaibatsu 〆zaikai 〆zazen ／Zen 〆zendo ！Zengakuren ／zori

　　最後に、誤植 と し て 「は し が き」 （vi ） 1行 目 SIP は SUP の 誤 りで あ る こ とを指摘 して

お く 。 また 、 巻末 「略記表」 が 完全 で は ない こ とに 画 竜点睛 を欠 くの 印象を 与 え る こ とは

残念 な事実 で は ある 。 しか しなが ら、その こ とが本 書の 価値 を過 小評価す る要因 には な ら

な い で あろ う。それ どこ ろか 、本書は 、英語 へ の 借入 日本語 の 辞 典 と し て も、また、今 日

の 英語 に受容 され た 日
．
本文化に つ い て 日本語 母 語 話者が 改め て と ら えなおす際 の

一
助 とな
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る読み 物 とし て も 、有為の 逸物で あ る こ とは疑 う余地が ない 。 日英 語語彙 を通 して み る 日

英語圏の 文化比 較に関心 を寄せ る者一一
英語 教員の 多くは それ に あた る と思 われ るが一

に と っ て は、必 須の 参考図書 と い っ て よ い 。3 年余に わ た り地道な共 同研究 を推進 された

「東京成徳英語研究 会」 の 労を多と した い 。

　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　 　註

1） 福原麟太郎や梅垣 実 に よる
一

連 の 日英語 比較に 関する著述の 他に も、矢崎源 九郎 『日

　 本の 外来語』 （岩波書店 ， 1964）や 斎藤靜 『日本語 に及 ぼ したオ ラ ン ダ語 の 影響』（篠

　崎書林，1967 ）は まだ 記 憶に 新 し い
。

2） Haruo　Kizuka　and 　Roger　Northridge，　Common 　Errors　in　English　Writing（マ ク ミ

　 ラ ン ・
ラ ン ゲージ ハ ウ ス 社，20013 ，20044）は 好例 。

3） 清水護
“
Notes　on 　Japanese　Words　in　English　Dictionaries

，

”
ELEO 　Publieations，

　 Vol．　V皿 （1967）や 、
　 R．　W 　Burchfield　and 　V 　Smith，

“

Azuki　to　Gun ：Some 　Japanese

　 Loanwords　in　English，
”

『英語青年』第 119 巻 （1973 ．12）の 記事が有益 で ある こ とを

　 強調 し て お く。 ま た 、最近上 梓 された とこ ろで は、松 田裕 『日英語 の 交流 』 （研 究社，

　 1991 ）と伊藤孝治 『海の か なた の 日本語』 （大阪教 育図書，2001 ）とい う好著に加 えて 、

　加藤 秀俊 ・熊倉功 夫 （編）『外国語 に な っ た 日本語の 事典』 （1999 ，岩波書店）が ある

　 こ と も看過 で きない 。俯瞰 し てみ る と、英 語 に借入 され た Japanese　Ioanwordsに 対 し

　 て 、近年 （少 しず つ で は ある が） 関心 が高ま っ て きて い る こ と、ま とま っ た研究書が

　公刊 され る傾 向に ある こ とが 看取 され る 。

4） こ こ で の 語彙数 を合計 す る と 373 語 と な り、編著者の 東京成徳 英語研 究会が 最終的に

　研 究対象 と して認 定 した 378 語 と の 間に齟齬が 見受 けられ る。最 終段 階で 認定語彙数

　 に修正 が施 された こ とは本書 「は しが き」 （曲 ）に記 述 がある。

　 なお 、OED 〈第 2 版 〉は、　 OED 〈第 1版 〉に SUP 〈第 1 補遺版〉 と SUP 〈第 2 補遺

　版〉 に新 5，000 語 を加 え て編纂 され て い る 。 従 っ て 、OED 〈第 2 版〉で 新た に加 えら

　れ た 8 語 とい うの は 、
SUP 〈第 2 補遺版〉 第 1 巻で欠 落 し て い た ［小 豆 、合気道、海

　女、雨戸、有 田焼 、大小、だ し（汁）、碁コ とい っ たア ル フ ァ
ベ

ッ ト順 の 初 めの もの ばか

　 りで ある。

5）原 口 ＆原 口 （1998 ）に お い て は 、SOD 〈第 4 版〉 か ら 335 語 を選定 して解説 を試み
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　て い るが 、著者みずか らも懸念す る よ うに （pp ．9−12）、これ は SOD （第 4 版〉発 行時

　に新聞紙上 で報 じられ、
一

般 に周知 された語彙数 に基づ くもの で あ り、実際に は 、著

　者 自身に よ り最初 に確認 され た 336 語 （下 位見 出 し語 3 語 を含む） と、後に追加確 認

　した 59 語 を合わせ た 語彙 （395 語）が収録語数 とい うこ とに なる 。 原 口 ＆原 口 （1998）

　で は、追加確認 した 59 語に つ い て の 記載 は省 略 されて い る。また、同 書 「あ とが き」

　（p ．343） に は 、OED との 比 較か ら、「SOD 記載の 語 の 総数 396 」 とも記述 されて お

　り、語彙数 に若干 の 不整合が見受け られ る こ とを指摘 して お く。

6） 英語に 借入 され た際 に 、原音が デ フ ォ ル メ され て 、原 形 を容易に復元す る こ と の で き

　ない 語彙 に 、こ の ［bonze （坊主）］の 他 に も、［ginkgo （銀杏 ・い ち ょ う）］ ［gobang

　（五 目並 べ ）］ ［honcho （班長 ）］［hoochie （うち）］［moose （娘）］匚moxa （も ぐさ）］

　［noshi （熨斗）］［ramanas （ハ マ ナ ス ）コ ［rumaki （ル マ
ー

キ 〈 ？春巻）］［shibuichi （四

　分
一

〉］［tenko （点呼）］ ［todorokite （轟石 ）］［wacadash （脇差 し）］な どがある 。

7） こ の ［tycoon （大君）］ とい う Japanese　loanword は そ の 語源 と発音の 関係 が複雑 な

　語彙 で 、松 田 （1991）に 拠れば、OED 初版 （1928）の 語 源説 明 ［ad ．　Jap．　taikun 　great

　lord　or　prince，　f，　Chinese　ta　great ＋ kiun 　prince］が後続 の 英語辞典 に 多 く の 影響を及

　ぼ して い る と指摘 され る 。 American　Collθge　Dictionary（1961），　 Thθ　Random 　ffouse

　Dietionfiry　of 　the 　English　Languag θ （1966），
　 The　Oxford　Dictionar・　ofEng ？ish　Ety・

　mo 」
Togy （1966 ），既 わ3 広θr 衿ノVbw ”（orld 　Dictionarz 　2nd 　College　Edition（1970），1召θ加 魯

　ComprehellSi
’
ve 　Etymo ／ogicai 」Dictionary　ofthe 　English　Language （1971）は い ずれ も

　OED の 記述 に依存 し て い る と い う。 ま た 、本稿筆者が確認 す る限 りで は 、　 OED 第 2

　版で も、こ の 部分 の 記述 に修正 は施 され て は い ない 。正 確に は、中古 中国語 の 「大君 」

　taikiurfnが 一
度 日本語 に借入 され （「大公 」 の 意）、それが 今度 は 日本語 （江戸時代、

　外国に対 し て 用 い た 「将 軍 の 別号」）と して 新 たに英語 に輸出 され Japanese　loanword

　と して 定着 した と い う 1，000 年余の 歴 史を感 じ させ る語彙で ある 。 米国第 16 代 大統領

Abraham 　Lincoln が 「あ だ名」 と し て Tycoon と呼 ばれ た り、初代駐 日米国公使 Town ・

　send 　Harris も勇退後 the　old 　［［ycoon と呼ばれ た とい う限定的使 用法か ら、最近で は 、

　よ り
一般化 して 「実業界 の 大 立者」 と い う意 味を創出 して い る。 θ8The 竝 塑 of 　the

　baggage　car 　objected 　to　handling 　the　boat．現 代 日本語 で は さ しずめ 「手荷物 車王 」 の

　よ うに 「△ △ 王 」 の 用法 に近い 。また、こ の 用法で は 、七yeoon が小 文宇で表現 され 、

　今で は
一

般名詞 化 し て い る こ とを よ く示 し て い る 〈 松田 （1991） pp．136−137 参照 〉 。
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